
令和５年度 学校努力点基本方針  

名古屋市立梅森坂小学校 

 

努力点研究主題 

「なるほど」「いい考えだね」と仲間と学びを深める梅森坂の子ども 

～個別に学ぶ活動に重点をおいて～ 

 

１ はじめに 

  令和２年以降、新型コロナ感染症の継続的な感染拡大により，教育を含めた社会環境は大きく変化

した。小学校では，令和２年度完全実施された学習指導要領のもと新しい学びがスタートするととも

に，ＧＩＧＡスクール構想が一気に推進され，本校においても１人１台端末及び高速大容量の通信ネッ

トワーク環境が整えられた。 

  このような状況を踏まえ、中央教育審議会では「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全て

の子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」が取りまとめら

れた。その中では「急激に変化する時代の中で，わが国の学校教育には，一人一人の児童生徒が，自分

のよさや可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値ある存在として尊重し，多様な人々と協働し

ながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手となることがで

きるよう，その資質・能力を育成することが求められている。」と示されている。学習指導要領におい

て示された資質・能力の育成を着実に進めるためにＩＣＴを最大限活用しながら、多様な子供たちを誰

一人取り残すことなく育成する「個別最適な学び」と、子どもたちの多様な個性を最大限に生かす「協

働的な学び」の一体的な充実が図ることが求められている。（資料１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

 

  本校では、子ども同士が考え方を共有し、「なるほど」や「いい考えだね」などと自分の考えを深め

られるような授業をすることに努めてきた。しかしながら、昨年度までの実践では、「タブレット端末

を使って自分の考えや見つけたものを共有することで、学びを深めることができた」という成果があっ

た一方、「自分のペースで学習を進めることには課題がある」という結果となった。令和４年１１月に

名古屋市で実施された「学習と生活についてのアンケート」においても、「自分で計画を立てて進める

授業」については、「好き」と回答した児童が比較的少ない結果となっており、「個別最適な学び」を充



実させる必要性があると考える。「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可

能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」では、「個別最適な学び」につい

て「指導の個別化」と「学習の個性化」に整理され、児童生徒が自己調整しながら学習を進めていくこ

とができるよう指導することの重要性が指摘されている。また、センター研究でも「個別最適な学び」

について研究が行われた。（資料２） 

そこで、本年度は、個別に学ぶ活動に重点を置いた実践を進めていきたい。その中でも、ペースや習

熟度に応じ、課題や活動を選択して進めることができるようにしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 「個別最適な学び」 

 

  なお、タブレット端末の活用については、昨年度

に引き続き「梅森坂小学校 タブレット活用３０

のスキル 段階表」を基に指導していきたい。（資

料３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 梅森坂小学校 タブレット活用３０のスキル 段階表 



２ 実践の方法 

（１）実践計画の作成（４・５月） 

   児童の実態を踏まえて、実践計画を立てる。実践を行う教科、単元、どのような場面・手立てで「個

別最適な学び」を充実させるかを考える。グループ内で教科や手立てを共有するようにする。また、

６月の代表授業者を４月中に決定する。代表授業者は、それ以降の実践者の指針となるような実践を

行うようにする。 

（２）代表授業（６月）・前期実践（６・７月） 

   実践者全員で代表授業者の授業実践の事前検討・事後検討を行う。自らの実践の参考とできるよ

うにする。その後、各実践者が授業実践を行い、授業の様子を記録したり、プリントの記述を保管し

たりしておく。 

（３）中間報告（努力点だより①）の作成（７・８月） 

   各実践者が前期の成果と課題を確認し、努力点だより①に載せる原稿と写真を用意する。努力点

推進委員が中心となり、各実践者の原稿をまとめ努力点だより①を作成する。 

（４）後期実践・公開授業（９～１２月） 

   各実践者が授業実践を行い、参観メモを作成しグループ内の先生で参観し合う。グループで１人

は公開授業を行う。公開授業を行う際は授業をする１週間前までに指導案を作成しグループ内で事

前検討会を行い、実践後に事後検討会を行う。また、検討会の際には、日常的に行っている実践の様

子も伝え合うとよい。 

（５）最終報告（努力点だより②）の作成（１・２月） 

   各実践者が日常実践・授業実践・事後検討の資料などを確認し、努力点だより②に載せる原稿と写

真を用意する。努力点推進委員が中心となり、各実践者の原稿をまとめ努力点だより②を作成する。 

 

３ 年間予定 

回 月 日 曜 会合名 内容 

１ ４ ４ 火 努力点推進委員会 
本年度の研究内容と計画書・実践・報告会

の在り方の検討 

２ ４ １３ 木 努力点全体会 本年度の案の提案、代表授業者の決定 

実践計画書の作成 

３ ６ １ 月 努力点全体会 代表授業の事前検討 

４ ６ ８ 木 代表授業・努力点全体会 代表授業の事後検討 

努力点だより①の作成・配布・配信 

５ ９ ４ 月 努力点全体会 中間報告会 

６ 12 ２２ 金 努力点部会 授業実践の振り返り 

努力点だより②の作成・配付・配信 

７ １ ２９ 月 努力点全体会 最終報告会 

８ ３ １４ 木 努力点推進委員会 次年度への方向性の検討 

 


